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キャンパスクリーン作戦（五福・高岡・杉谷）

　五福キャンパス、高岡キャンパス、杉谷キャンパスでは環境配慮活動の一環として環境美化
活動を行っています。学生・教職員ともに快適に学べるキャンパスづくりを目指しています。

R5.7.21（五福キャンパス） R5.4.6（高岡キャンパス） R5.7.19（杉谷キャンパス）

物品リサイクル掲示板の運用
　本学では、教職員の異動、実験室、研究室、
事務室のレイアウト変更の際に、不要になった
実験機器や事務用品など様々な物品が排出され
ます。それらの物品※１の中には、そのまま使用
できるものや、少し修理をすれば使用できるも
のが含まれていることがあります。「物品リサ
イクル掲示板」システムではそのような物品を
廃棄する前に、掲示板に登録し、引き取り希望
者を募集します。キャンパスを越え、全学的に
引き取り希望者を募集しますので、多くの希望
者が集まります。
　「物品リサイクル掲示板」システムを利用することで、以前はゴミとして廃棄されていたものでも、新
たな所有者の下で再度活用されることになり、資源の再利用に貢献することができます。引き取り希望
者についても無料で必要とする物品等を手に入れることが出来るため、出品者、引き取り希望者の双方
にとって非常に有益なシステムです。
　令和５年度は出品件数 412 件のうち 269 件（約 65.3％）について交渉が成立しています。令和４年
度と比較すると、出品件数が約 1.3 倍、交渉成立件数が約 2.4 倍に増加しました。その結果、交渉成立
割合も 34%から 65%と約 1.9 倍増加しました。これは、「物品リサイクル掲示板」システムがより多
くの教職員に認知されるようになったためではないかと考えます。
　本学では今後もReduce（発生抑制）、Reuse（再使用）、Recycle（再利用）の活動に引き続き取り組み、
3Rの活動を推進して参ります。　

※１　物品：資産・少額資産・消耗品のいずれかのうち再利用できるもの

　 五福キャンパス 高岡キャンパス 杉谷キャンパス
実施日 7/21 11/8 4/6 7/20 9/21 7/19

教職員参加人数 333 358 12 15 13 55
学生参加人数 98 129 － － － 58
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富山大学の SDGs に関する活動
「持続可能な開発目標（SDGs）」に対する富山大学の取組についてはこちら

　令和５年 11月 17日に、本学教育学部附属幼稚園年長児を対象に、本学医学部・薬学部の「国際医療
研究会」と「小児科訪問サークル青い鳥」の学生による「ぬいぐるみ病院」が開催されました。
　本イベントは、園児・学生双方が学びを得ることを目的に開催されました。園児向けには、「医療に対
する恐怖心を軽減し、親しみをもつ」、「自分の身体や健康について関心をもつ」とともに、患者（ぬい
ぐるみ）へのいたわりや慈しみの心を養うことを目的としております。医学部・薬学部の学生向けには、
研修の場として、学生が子供たちへの関わり方や、子供たちの病気・健康に関する見方・感じ方・考え
方を学ぶことを目的としています。
　当日は実際に、医学部・薬学部の学生が手作りした、口や鼻に仕掛けの付いたぬいぐるみを患者に見
立てて、様々な器具を使いながら園児たちは熱を測ったり、レントゲン撮影をしたり、症状に応じた検
査や治療を行いました。
　白衣を身に着け、普段は触れることのできない本物の医療器具に触れた園児たちは、真剣なまなざし
でぬいぐるみの診察にあたっており、聴診器を自分の胸に当て心音を興味深く聴く姿も見られました。

ぬいぐるみ病院
日時：令和５年 11月 17日（金）　9：55～ 11：10
場所：富山大学教育学部附属幼稚園　遊戯室 イベント詳細はこちら

公開講座

講座名 詳細 開催日 対象となる SDGs 目標

富山の自然と地球システム科学：富山湾・立山の自然

子どもに関わる全ての人に伝えたい！
子どもの健康と環境を守る調査の最前線

経済データに親しもう

ドラマで学ぶ医療の倫理
～生老病死の人間模様と私たちの幸せ～

デジタル技術で体験する
富山市の持続可能な未来ビジョン策定

スポーツによるまちづくり
～スポーツ SDGs の可能性～

軽量材料のメニューとレシピに関するお話と実際

4/19 ～ 6/28

5/13 ～ 6/24

５/17 ～６/21

5/17 ～ 6/14

6/17 ～ 8/5

10/15 ～ 12/27

11/5 ～ 12/7

https://www.u-toyama.ac.jp/outline/overview/sdgs/
http://www.fzkk.fuzoku.u-toyama.ac.jp/?tid=101040
https://www.life.u-toyama.ac.jp/img/pdf/2023_2/15material.pdf
https://www.life.u-toyama.ac.jp/img/pdf/2023_1/08toyama.pdf
https://www.life.u-toyama.ac.jp/img/pdf/2023_1/43children.pdf
https://www.life.u-toyama.ac.jp/img/pdf/2023_1/14eco.pdf
https://www.life.u-toyama.ac.jp/img/pdf/2023_1/45drama.pdf
https://www.life.u-toyama.ac.jp/img/pdf/2023_1/48digital.pdf
https://www.life.u-toyama.ac.jp/img/pdf/2023_2/12sports.pdf
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　令和５年９月 17日～ 18日に、「大学コンソーシアム富山※」の活動の一環として、令和５年度「学生
地域リーダー塾」が開催されました。本取組は、参加学生が、フィールドワーク等を通して、地域の魅
力や課題等に直接触れながら、課題解決のアイデアを考えることで、地域貢献の意識を育み、リーダーシッ
プ力・コミュニケーション力・課題解決力を高めるとともに、参加学生の機関の枠を超えた交流・連携
を深めることを目的として、毎年開催されているものです。
　令和５年度は高岡市をフィールドに「SDGs で考える高岡の魅力・課題～人と /地域と /自分とつな
がる２日間～」というテーマで、県内の大学・専門学校・自治体職員等計 42名（うち本学学生・教職
員 10 名）が参加しました。本研修は２日間で４つのステップに分かれており、１日目は STEP1 で高
岡市の概要を学んだ後、STEP2 で「循環型農業」、「外国籍若者の学習支援」、「地域も人も輝く社会」、
「伝統文化・まちづくり」、「子育てしやすい社会」という５つのテーマに分かれてフィールドワークを
行いました。また、２日目は STEP3 で１日目の振り返りを行い自分たちのテーマについて考えた後、
STEP4 で「高岡市 /私が住んでいる地域で私がやってみたいこと・取り組んでみたい課題は？」の問い
のもと、課題解決アイデアのプレゼンテーションを行いました。
　参加者からは「行動・挑戦することの大切さ」、「人とのつながりの大切さ」「対話しお互いを理解し合
うことの大切さ」に気づかされたという声が多く寄せられました。
　本学では今後も「大学コンソーシアム富山」の活動に参画し、富山県内の大学等間の連携推進に貢献
して参ります。
※大学コンソーシアム富山：高等教育機関が教育研究等の連携を推進し、地域社会とのつながりや結びつきを深め、教育研究のさらなる向
上への寄与、高等教育機関の知的資源を有効に活用して、地域社会への貢献を図るもの。

学生地域リーダー塾
令和５年９月 17日（日）　　　10：00～ 16：30
　　　　　　 18 日（月・祝）　10：00～ 16：30
高岡まちなかスタートアップ支援施設「TASU」ほか

イベント詳細はこちら

（チラシ制作：富山大学 GMODE 長谷部 友花 / 津坂 怜）

富山県内の
大学生・短大生・高専生
誰でも参加OK!!!

https://www.u-toyama.ac.jp/wp/wp-content/uploads/20230914.pdf
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ダイバーシティー・シンポジウム

日時：令和５年 12月 12日（火）　 13：30～ 15：35
場所:富山大学五福キャンパス　黒田講堂（zoomライブ配信あり） イベント詳細はこちら

　令和５年 12月 12日に、本学ダイバーシティ推進センターが主催となり「ダイバーシティ・シンポジ
ウム」が開催されました。ダイバーシティ・シンポジウムは毎年開催されており、令和５年も令和４年
度同様、第一部「基調講演」、第二部「富山大学学長賞「未知に挑む女性研究者賞」表彰式」が開催され
ました。会場及びオンラインのハイブリッド形式で開催され、計 177 名が参加しました。
　第一部では、認定NPO法人リアルズ理事長の瀬谷ルミ子さんを迎え、「紛争解決という職業：世界で
起きていることと私たちにできること」と題して講演いただきました。海外とは無縁であった瀬谷さんが、
高校生の時にルワンダの難民キャンプで撮影された一枚の母子の写真を見たことをきっかっけに、紛争
解決の職業に就こうと決意したことからお話しが始まり、世界では今もなおたくさんの紛争や戦争が起
きていること、数十年という難民生活を強いられる人々を継続して支援することの重要性について伝え
てくださいました。
　第二部では、優れた成果を挙げた本学の女性研究者２名に対し、齋藤学長から「未知に挑む女性研究
者賞」が授与され、受賞者の研究紹介が行われました。女性研究者部門受賞者の楊 熙蒙（ヤン シモン）
助教（和漢研）は、破綻した脳の神経回路を再形成するためのアルツハイマー病の新規治療戦略の開発
について述べられ、女子学生部門受賞者の井城 綸沙（いき つかさ）さん（薬科学専攻）は、骨格筋萎
縮により誘発される認知障害発症メカニズムの解明について研究成果を発表しました。学長からは、「女
性研究者のロールモデルとして今後の活躍に大いに期待します」とエールが送られました。

男女共同参画社会の実現に向けたキャリア・デザイン

日時：令和５年 12月 18日（月）　 10：30～ 12：00
場所:五福キャンパス共通教育棟２階C21教室（講師オンライン登壇） イベント詳細はこちら

　令和５年 12月 18 日に、「女性活躍推進と働き方改革」が求められている現代における将来のキャリ
ア・デザインについて学ぶため、本学人文学部の佐藤裕教授の授業「ジェンダー」で、意識啓発講座（富
山市が実施する令和５年度男女共同参画サテライト講座）が開催されました。
本講座では、一般財団法人女性労働協会認定講師の坂本眞理子氏から「キャリア・デザイン」と題して、
働く女性を取り巻く現状やワーク・ライフ・バランス、これからのキャリア・デザイン構築方法などに
ついて講演いただきました。
　性を取り巻く現状への対策としては、（1）女性の現状と施策のミスマッチの解消、（2）職階ごとの研
修を充実させる、（3）ロールモデルの提示、（4）女性特有の健康課題へ支援、（5）女性活躍に関する意
識改革、以上５点が必要であることを強調されました。また、先行き不透明で困難な VUCA（Volatility
＝変動制、Uncertainty ＝不確実性、Complexity ＝複雑性、Ambiguity ＝曖昧性）の時代にあって、
自分らしい生き方を送るためには、人生をデザインしていく必要があり、自分が本当にしたいこと（ニー
ズや目的）を見極めることが大切であると学生に向けてメッセージを送られました。

http://www3.u-toyama.ac.jp/danjo/news/2023/12/symposium.report.html
http://www3.u-toyama.ac.jp/danjo/news/2024/01/visitinglecture2023.html
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　令和４年１０月、本学は、科学技術振興機構の共創の場形
成支援プログラム（COI-NEXT）地域共創分野（育成型）に
採択されました。本学では、高岡市をはじめとする地方自治
体、多くの企業と共に「100％循環ライフスタイルを実現す
るイノベーション都市」というビジョンの下、アルミニウム
リサイクルをはじめとする資源の循環で地域を活性化させる
取組みを進めています。
　令和５年８月２５日に「富山資源循環モデル創成にむけた
産学官共創拠点」第１回公開シンポジウムを開催し、オンライン参加を含め、約 210 名が参加しました。
今回のシンポジウムは、これまでの活動成果のほか、資源循環の先に描く未来の社会の姿を紹介し、地
域の皆様とともに地域の将来について考えていくことを目的に開催しました。
　当日は、齋藤滋学長からの挨拶で開会し、柴柳敏哉先進アルミニウム国際研究センター長から活動説
明の後、プロジェクトの将来ビジョン策定に携わった若手関係者によるパネルディスカッション、ハリ
タ金属株式会社代表取締役の張田真氏による「循環経済で革新する地域の産業と未来」と題した基調講
演が行われました。次いで、柴柳センター長、角田悠紀高岡市長、齋藤滋学長、張田真ハリタ金属株式
会社代表取締役、花木悟三協立山株式会社執行役員による「この街から始めよう、新しいライフスタイル」
と題したメイン討論が行われた後、角田悠紀高岡市長の挨拶で閉会しました。

富山資源循環モデル創成にむけた産学官共創拠点・第１回公開シンポジウム

日時：令和５年８月 25日（金）13:30 ～ 16:20
場所：ウイング・ウイング高岡４階ホール（高岡市生涯学習センター） イベント詳細はこちら

第1回　公開シンポジウム

QRコードの読み込みはこちら

富山資源循環モデル創成にむけた産学官共創拠点

日時

会場

定員

参加費

申込み

2023年8月25日(金)　13:30～16:20

下記WEBフォームよりお申込みください。
https://forms.gle/oy4nzWK1zDZUXwy79

ウイング・ウイング高岡 4階ホール
〒933-0023　高岡市末広町1-8　JR高岡駅直結

会場・・・400名（要事前申込）
オンライン配信を予定しております（要事前申込）

無料

主催　富山大学　富山資源循環モデル創成にむけた産学官共創拠点
後援　高岡市

　富山大学では昨年10月より、
高岡市をはじめとする地方自治体、多くの企業の皆様と共に
「100％循環ライフスタイルを実現するイノベーション都市」
というビジョンの下、アルミニウムリサイクルをはじめとする
資源の循環で地域を活性化させる取り組みを進めております。

　この取り組みはJSTの「共創の場形成支援プログラム（COI-NEXT）」への
採択を受けて、産学官、そして市民の皆さまのご協力で推進しています。

　本公開シンポジウムでは、この半年間の成果のほか、
資源循環の先に描く未来の社会の姿を紹介し、

皆様とともに地域の将来について考えていきたいと思っております。

PROGRAM

13:30~13:35

13:35~14:00

14:00~14:45

14:45~15:15

15:15~15:25

15:25~16:15

16:15~16:20

齋藤　滋（富山大学　学長）

柴柳　敏哉（富山大学　先進アルミニウム国際研究センター　センター長）

張田　真（ハリタ金属株式会社　代表取締役）

◆ファシリテーター
野村　恭彦（Slow Innovation株式会社　代表取締役）

◆ファシリテーター
柴柳　敏哉（富山大学先進アルミニウム国際研究センター　センター長
　　　　 ／プロジェクトリーダー）

齋藤　滋　　（富山大学　学長）
張田　真　　（ハリタ金属株式会社　代表取締役／基調講演者）
花木　悟　　（三協立山株式会社　執行役員／副プロジェクトリーダー）

◆パネリスト
ワークショップ参加者、学生、NPO関係者（予定）

◆登壇者
角田　悠紀　（高岡市　市長）

角田　悠紀　（高岡市　市長）

「COI-NEXTにおける成果と将来」

「循環経済で革新する地域の産業と未来」

「この街から始めよう、新しいライフスタイル」

拠点ビジョン
「100％循環ライフスタイルを
        実現するイノベーション都市」

の紹介と決定経緯

開会挨拶

休憩

活動説明

基調講演

メイン討論

閉会挨拶

パネルディスカッション

問合せ 富山大学　先進アルミニウム国際研究センター事務局
mail:arc@sus.u-toyama.ac.jp

●駐車場のご案内
お車でお越しの方は、「高岡市営高岡中央
駐車場」のご利用が便利です

※駐車料金割引機（生涯学習センター３階
カウンター等に設置）で手続きいただきますと、
1時間無料となります
※満車の際は、近隣の駐車場をご利用ください
（割引はありません）

会場へのアクセス

https://www.u-toyama.ac.jp/event/73350/
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環境負荷物質排出状況

実験・医療器具、医薬品等

109.2 ｔ

4,015 万 kWh
8.4 万 kWh

0.0kL
685kL

1,802km3

0.661km3

電力
太陽光発電
重油
灯油
都市ガス
LPガス

資材

コピー用紙
その他雑誌

水資源

コピー用紙購入量

エネルギー

181.9 ｔ

ｔ25,060

使用済みコピー用
紙、新聞紙、雑誌、
カタログ等

25.09 ｔ
6.70 ｔ

排水量（下水）
排水量（河川）

排水量

温室効果ガス（CO2 換算）

廃棄物

667.3 ｔ
213.3 ｔ
282.6 ｔ

一般廃棄物（古紙以外）
産業廃棄物
特別管理産業廃棄物

古紙

34.97 万ｔ

※暫定値
　電気については調整後排出係数使用

水資源
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グリーン調達
　平成12年5月に制定された「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）」
に基づき、富山大学では「国立大学法人富山大学における環境物品等の調達の推進を図るための方針」
を定めて公表し、環境への負荷が少ない物品の調達に努めています。
　令和５年度のグリーン購入実績は下表のとおりです。環境物品の調達目標を 100% として取り組ん
だ結果、特定調達物品の調達率は平均で 98.5% となり、令和４年度よりも 16.6% 増加し、100%
に近い結果となりました。特に、「作業手袋」と「その他繊維製品」の調達率が大きく改善し、前者の
調達率は 54.7%（令和４年度）から 93.3%（令和５年度）、後者の調達率は 59.6%（令和４年度）
から 100%（令和５年度）となりました。
　令和５年度は結果が大きく改善されましたが、品目によって環境物品調達率は年によって大きくバ
ラつきがあります。一貫して高い購入率を維持するためにも、環境物品の購入について周知するだけ
にとどまらず、対象となる商品を例示し該当の商品の購入を奨励するなど、購入者に向けて情報提供
を行う必要があります。
　本学では、今後も教育研究上の事情を考慮しつつ、環境に配慮した原材料・部品・製品等の調達を
推進するとともに、 関連情報の共有を徹底し、全品目の環境物品調達率 100% を目指します。

R5年度グリーン調達実績 グリーン調達率の推移



38 Environmental Management Report 2024

エネルギー使用量
●電力使用量　R5 年度実績

●灯油・都市ガス使用量　R5 年度実績

　令和５年度は、前年度比 0.74％の削減となりま
した。「節電アクト 2023」と称した節電目標値（令
和３年度比で３％削減）を設定し、構成員一人一人
が節電することにより削減に繋がったと考えられま
す。総使用量は令和３年度にコロナ禍による影響に
より一時的に増加しましたが、令和４年度から削減
傾向に転じています。

　令和５年度の灯油使用料の割合は杉谷キャンパス
が全体の 98.8%を占め、都市ガスの使用量の割合
は、杉谷キャンパスが 71.5%、五福キャンパスが
26.7%を占めていました。両エネルギーの使用量
の多い杉谷キャンパスでは、平成 26 年度より、燃
料のベストミックスに継続的に取り組んでいます。
灯油と都市ガスの使用料金を抑えるため、燃料単価
の変動を見極めながら使用燃料の調整を行っていま
す。その結果、灯油の使用量が減少し、都市ガスが
増加しております。

　令和５年度の本学のコピー用紙調達量は 109.2t であ
り、令和４年度よりも約 5.2% 減少しました。減少の
理由としては、Moodle（e-Learning システム）を利
用した授業資料の電子配布、タブレット端末の導入に
よる会議資料の電子化が促進されたことが影響してい
ると考えられます。
　コピー用紙調達量は令和元年度から令和５年度にか
けて年平均 7.1% の減少となっており、年度によって

コピー用紙調達量

増減にバラつきはあるものの、コピー用紙調達量は確実に減少しているといえます。
　また、令和５年度のコピー用紙のグリーン調達率は、前年度に引き続きほぼ 100% でした。
本学では、環境安全推進員、環境内部監査、啓発ポスターなどを通して、紙の使用量削減に対する意識
向上を図り、両面印刷や裏紙の利用、電子媒体の利用を呼びかけています。今後も引き続き紙の有効活
用及び電子媒体の利用に努めて参ります。
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●重油使用量　R5 年度実績

● LP ガス使用量　R5 年度実績

　令和３年度に全キャンパスの重油ボイラーが廃止
となりました。なお、重油は杉谷キャンパスにおい
て、毎月 1回非常用発電機の点検及びアイドリング
のため少量ですが使用されています。

　LPガスは高岡キャンパスのみの使用ですが、令和
５年度は、前年度比で 29.8%の増加となりました。
過去、5年間の推移を見てみると、令和３年度から
増加傾向となっています。

●水資源使用量　R5 年度実績

　令和５年度は、前年度比で、全体で 3.74%の削
減となりました。令和５年度においては、例年より
比較的積雪量が少なかったために、融雪に使用する
水が少なかったためと考えられます。令和４年度、
５年度は、平年値よりも半分程度の積雪量でした。

廃棄物発生量
●事業系一般廃棄物　R5 年度実績

　学内で発生する産業廃棄物以外の生活系の廃棄物は事
業系一般廃棄物として処分されます。このうち再資源化
できない紙くずや木くず、繊維くず、生ごみなどは可燃
ごみとして、また、缶、ビン、プラスチックなどは不燃
ごみとして取り扱われています。
　なお、古紙、空き缶（飲料缶）、プラスチック（ペッ
トボトル）は資源化物として取り扱われています。令和
５年度の一般廃棄物の総排出量は、849.2 トンで、前年
度比 32.1 トン（3.6％）の減少となりました。主な要因
は、デジタル化により紙使用量が減少し古紙が大幅に減
少したためと考えられます。
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●温室効果ガス（CO2 換算値）　R5 年度実績

　エネルギー系において、電力、灯油、都市ガス、
LPGの４項目の内、都市ガス、電力の２項目におい
て使用量が前年度より減少し、CO2 換算値として前
年度比で 1.6%減少（暫定値）しました。
　一方、非エネルギー系では CO2 換算で 42.8 ｔ排
出し、一酸化二窒素が 90.4％を占めていましたが、
非エネルギー系の排出量は前年と比べ増減はほとん
どありませんでした。
　過去 5年間のエネルギー系及び非エネルギー系の
値の全体の推移をみると、確実に減少傾向にあり、
令和４年度は平成 28年度比で 30.1%の削減を達成
しています。これは、構成員全体の省エネ活動や地
道な省エネ設備への更新の継続によるものです。

　※CO2 の算出にあたり、今年度より電気使用に係る排出係数は調整後CO2 排出係数を用いることとし、平成 30年
～令和 4年度に適用した。調整後CO2 排出係数は、電力会社の公表値を用いた。R1～ R4年度については確定値、
R5年度の電気使用に係る基礎CO2 排出係数は速報値（R6年 7月 18日現在の値）を暫定的に使用。(確定は R6年
12月）

●産業廃棄物　R5 年度実績

　令和５年度の産業廃棄物の発生量は 213.3 トンであ
り、前年度比で、62トン（22.5％）の減少となりました。
減少項目の主なものは金属くず (40.8 トン ) と廃プラス
チック類 (26.7 トン ) の減少が挙げられます。
　令和元年度から令和５年度から比較すると、34.2 ト
ンの減少となっております。
　今後においても構成員の意識向上と３Rの徹底を図り、
継続的に廃棄物の削減に努めていきます。

●特別管理産業廃棄物　R5 年度実績

　令和５年度の特別管理産業廃棄物の発生量は 282.5 ト
ンであり、前年度比で 0.8 トン（0.3%）増加しました。
感染性廃棄物が 7.4 トン増加したためです。これは主に
医療関係業務から発生したものです。
　今後は、特別管理産業廃棄物の適正な処分を行うとと
もに、廃棄物削減に努めていきます。
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省エネルギーへの取組みと成果について及び課題

　令和元年度から令和５年度の過去５年間の推移をみると、建物面積は 1.2%増加し、一方、エネルギー
使用量は 3.0％減少しました。エネルギー消費原単位に関する前年度比での削減率が過去５年度間の平均
で 0.5%※１となり、省エネ法で定められた中長期的な努力目標の年平均 1%以上のエネルギー消費原単位
の低減を達成できませんでした。これは、令和２年度、令和３年度において新型コロナウイルスの対応（換
気を行いながらエアコン等を使用）のために、エネルギー削減が達成できなかったためです。また、令和
５年度は前年度比で、エネルギー消費原単位で 1.1%増加となっております。本学では、灯油と都市ガス
のベストミックス（低価格な選択）を行っており、令和５年度は、都市ガスを使用しました。都市ガスの
原油換算係数は、灯油の 1.23 倍となっており、その結果、エネルギー使用量が前年度より 3.6％増加した
ことが原因となっております。
　今後も継続的に、省エネルギー活動及び高効率機器の導入を推進しエネルギー削減に努めていきます。
※１：前年度比で算出した削減率の５年度間の平均値

　本学では環境配慮活動において、エネルギーと水の使用料の削減に継続的に取り組んでいます。この５
年間の推移では、光熱水料金は令和元年度から令和 2年度にかけて減少していましたが、令和 3年度から
は残念ながら増加傾向で、令和５年度は前年度比で約 7.3％、金額で約１億円の増加となり、燃料費単価
の高騰が大きく影響しました。今後はカーボンニュートラルに向け、全構成員による環境配慮活動に加え、
エネルギーベストミックスの精度向上を図り、省エネ対策に注力していきます。

●省エネルギーへの取組みと成果

●光熱水料に関する課題
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「富山大学環境報告書 2023 第三者意見」に対する本学の活動について

　「富山大学環境報告書 2023（2022 年度実績を掲載）」において、國谷　勝氏（公益財団法人とやま環境
財団専務理事）から第三者意見を頂きました。その中で、ご指摘頂いた事項に関する本学の令和５年度（2023
年度）の取組状況を報告します。

　実現が容易でないカーボンニュートラルは、温室効果ガス排出削減の具体策を社会経済に
実装する必要があることから、サステイナビリティ国際研究センターでも研究テーマの一つ
としていただき、学内や地域社会とも連携のうえ、解決策を提案いただくことを期待します。

　これまでも、化学物質、薬品、高圧ガス、廃棄物、排水や放射線等の管理、作業環境・安全衛生、
防災等の各側面から、不断の取組みをされています。しかしながら、近年、気候変動の影響
等による記録的な大雨が頻発し、観測史上最大の報告も増えていることから、河川氾濫によ
る浸水等のリスク評価や対策の検討など、災害に備える観点からの取組みを順次、拡充して
いただきたいと考えます。

　環境内部審査員の対象に学生を含めており、環境マネジメントシステムで重要な役割を担
われていることは、環境・カーボンニュートラルの課題に対応できる人材育成の観点から、
たいへん有益であると考えます。
　近年、脱炭素経営に取り組む企業が増えていることも踏まえ、より多くの学生に経験して
いただく仕組みづくりをキャリア教育の面からも検討いただけないでしょうか。

環境方針
2

環境方針
3

　本学の取り組みにおいて、令和６年２月に持続可能な社会を目指して、次世代の物質変換技術を開発す
る学術的基礎研究及びその社会実装を目指す「カーボンニュートラル物質変換研究センター」を設立して
おります。また、令和６年５月には北陸電力及び北陸電力送配電と本学は、カーボンニュートラル実現に
向けたイノベーション創出、人材の相互交流、施設や設備の相互利用などの包括連携協定を締結し、共同
研究や人材交流を通して、カーボンニュートラル（脱炭素）社会の実現と多様化する地域課題の解決に取
り組むこととなりました。本学と地域社会と連携のうえ、カーボンニュートラルについて継続的に解決策
を提案していきます。

　本学では、「国立大学法人富山大学危機管理ガイドライン -危機管理計画 -」において、各キャンパスの
洪水ハザードマップを作成しています。また、河川氾濫などによる浸水等の災害が発生した場合の対応と
して、「富山大学事業継続計画」（BCP）を策定しており、化学物質等（毒物及び劇物、放射性物質など）
についても取り決めております。訓練等を繰り返すことにより課題の抽出やリスク評価を行い、事業継続
計画の検証・改善行います。災害に備える取り組みを本学は継続的に拡充していきます。

　本学では、「学際融合教育プログラム　全学横断 PBL」の講義を開催しており、全学部の学生を対象と
し、それぞれの学部で専門的な教育を受ける学生たちが混成チームを組み、デザイン思考による協働ワー
クショップを通じてイノベーティブ課題解決を目指します。また、産学官との協働により実践的な学修を
行い、社会に求められる人材育成を行いました。このような活動は継続的に実施していきます。

環境方針
1
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　本学の「理念」と「目標」を実現する場として相応しいキャンパスの姿やその整備の方向を示し，施設
マネジメントを経営的視点から総合的かつ戦略的に推進し，キャンパスの付加価値を高め，創造的に再生
する計画として「キャンパスマスタープラン」を作成しており、「キャンパスマスタープラン 2020」では、「省
エネルギーの推進」として、2030 年度までにに CO2 排出量４６％削減（2013 年度比）、2050 年度まで
にカーボンゼロ達成を目指すとしております。また、「環境、サスティナビリティ計画」として、温
室効果ガスの総排出量の削減や抑制への中長期的な目標や計画等が策定されております。これらのプラン
は、５年ごとに改定を行い、2025 年には、キャンパスマスタープラン 2025 が作成されますので、本学
に求められる新たな方向や課題を盛り込んでいきます。

令和 5 年度の環境配慮活動の総括
　令和５年度は、ハイブリット形式で（オンライン・オフラインの開催）、環境安全推進員連絡会（4月、9月）、
環境内部監査員養成講習会（9月）、環境配慮活動の企画・立案・実施（年間）、環境内部監査（1月～ 2月）
及び環境マネジメント部会（９月、３月）を実施することにより、各部局の環境配慮活動の PDCAサイク
ルを連動させ、大学全体の PDCAサイクルとして成果を上げることができました。
　環境配慮活動では、本学の４つの環境方針に則り、各部局に配置された 80名の環境安全推進員が中心
となって各部局の計画を作成（P）・推進（D）し、その計画の実施状況を 26名（学生 3名、職員 23名）
の環境内部監査員がチェック（C）し、監査結果は環境マネジメント部会に報告、審議（A）され、了承さ
れました。
　各部局において、環境方針１に関連する環境教育・学習、及び環境関連研究を行い、開催し、多くの成
果を上げることができました。また、環境方針２の法の遵守に関する取り組みでは、環境・安全の水準向
上を目的とした化学物質のリスクアセスメント、毒物劇物検査、水銀廃棄物・廃試薬の適正処分、排水分析、
作業環境測定などの様々な活動を継続的に実施しました。また、低濃度 PCB廃棄物においては、処分期限
が令和９年度末までとなっているため全学の調査を行いました。一方、教育研究活動に関連し、下水排水
に基準を超える事例が散見されましたが、都度、各事案について適正に処置しました。環境方針３の全構
成員の参画、地域との連携に関する活動では、キャンパス内、大学周辺、地域の海岸の清掃活動により、キャ
ンパス内外のアメニティーの向上に努めるとともに、環境に関する公開講座、シンポジウムやサテライト
講座を開催し学びの機会を提供しました。環境方針 4のグリーン購入、エネルギー使用量、排出等に関す
ることでは、数値目標を立てたグリーン調達率で目標値未達となりました。今後は、数値目標の着実な達
成に向け、講習会、連絡会などを通じて構成員のさらなる意識向上を図るとともに、より実効性のある環
境配慮活動項目を設定し、活動に繋げていきます。

　　持続可能な社会の実現に向けて課題解決に向けたプロジェクト推進及び研究成果の地元
企業への普及に取り組んでほしい。

環境方針
4
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「富山大学環境報告書 2024 第三者意見

国立大学法人東海国立大学機構
岐阜大学　工学部化学・生命工学科　教授

東海国立大学機構「環境報告書」副編集委員長
櫻 田　修

　東海国立大学機構の環境報告書 2022 の編集にあたり、富山大学と名古屋大学・岐阜大学の学生、教職
員で環境コミュニケーションを行い、それを縁に第三者意見を執筆させていただくことになりました。コ
ロナ禍ということでオンラインでの開催となりましたが、学生間で環境をキーワードに積極的な意見交換
を行う機会を持つことができました。今度はぜひ対面で開催できることを願っています。富山大学は 3つ
のキャンパスにわたって 9学部等の組織で教育・研究を推進する中、環境についての取り組みを学生、教
職員で行っていくのは大変なことと思います。本報告書を拝見しまして、富山大学における環境について
の取り組みがしっかり伝わってきました。富山大学の４つの環境方針毎に気づいた点を書かせていただき
ます。
環境方針１　環境についての研究の紹介だけでなく、加賀谷先生が執筆された事業系一般廃棄物の処理で
は富山大学の現状、廃棄物の処理について知る良い機会と思いました。特に廃棄物は生活・研究活動の結果、
必ず出てしまうものです。その処理は学内の教職員だけでなく、学内外の多くの方々の理解と協力も必要
です。今後も環境に対して良い方向に進めていただけたらと思っています。本環境報告書には、学内外の
環境に関する教育・研究活動が掲載された pdf ファイルのリンクがつけられ、それぞれ別に見ることがで
きるようになっている点は読者への配慮を感じます。
環境方針２　化学物質のリスクアセスメント、作業環境測定、廃棄物の適正な管理等しっかり対応されて
おられます。安全衛生に係るポスターの作成、安全週間標語の募集、安全教育等を通して、広く学生、教
職員に周知されておられることも良いことです。今後も引き続きお願いします。
環境方針３　大学の構成員の多くは学生です。学生が教職員と一緒に事前の研修を受講して環境内部監査
に参加しているのは素敵なことです。所属学部、学科に依らずに学生時代に環境について多くの学生さん
たちに学んで欲しいと思っています。また、富山大学では学生のボランティア活動等を通して学内外で積
極的に環境について企画されておられ、学生地域リーダー塾が開催される等、学生主体で活動が取り組ま
れていることも特筆すべきことです。
環境方針４　環境を考える上で、全学でどのくらいの電気等エネルギー、資材、水等が大学の教育・研究
で使われて、CO2、廃棄物等として排出されるのかを、学生、教職員も知っておく必要があると思います。
過去５年間の推移が図になってわかりやすくまとめられていますので、大学が今どの様に対応しているの
かを知ることもできますし、逆に自分達が今後どうしていったら良いのかを考える機会にもなります。
　温暖化も身近に感じられ、ますます環境について考えなくてはならない時代になってきました。私一人
がやっても何にも変わらないなんて思わずに、自分事として捉えていただけましたら。一人ひとりは微力
ですが、大勢が集まれば大きな力となります。皆さんと一緒にワクワクしていきませんか。
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　編集委員長　　加賀谷　重浩　　環境安全推進センター長　　　　　　　（学術研究部　工学系　教授）
　　　　　　　　矢倉　隆之　　　環境安全推進センター副センター長　　（学術研究部　薬学・和漢系　教授）
　　　　　　　　村田　聡　　　　環境安全推進センター副センター長　　（学術研究部　芸術文化学系　教授）
　　　　　　　　宮武　滝太　　　環境安全推進センター主担当教員　　　（学術研究部　教育研究推進系　准教授）
　　　　　　　　　
	 	 杉本　裕康　　　財務施設部施設企画課　課長
　　　	 	 狹山　信太郎　　財務施設部施設企画課　係長
　　　　　　　　南谷　洋平　　　財務施設部施設企画課　係員
	 	 稲田　悠人　　　財務施設部施設企画課　係員
	 	 井上　美紀	 財務施設部施設企画課　事務補佐員

	 	 田中　栄	 財務施設部施設整備課　課長
　	 	 山田　恒	 財務施設部施設整備課　課長補佐
　　　　　　　　山田　洋一　　　財務施設部施設整備課　係長
　　　　　　　　池田　裕計　　　財務施設部施設整備課　主事

　環境をイメージした緑色を
ベースとしました。胸には富山
大学の『Ｔ』とエコロジーの『E』
を合体させてモチーフにした
マークを付けています。名前は、
葉緑素（クロロフィル）から環
境を育む緑の源をイメージした
ものです。

　環境のことならなんでも知って
いるエコ博士。
　頭は「エコ」の文字が縦になっ
てできたエコバックの形。ひげは
双葉をイメージしました。

　美しい自然をイメージしてい
ます。丸い形はきれいな空気、
頭から生えている葉は、生き生
きとした植物です。
　鮮やかな緑は生命力の源で
す。その葉からは立山の雪解け
による清らかな水が滴となって
います。自然豊かな富山ならで
はのキャラクターです。名前は
「富山を守る」「自然を守る」イ
メージで名づけました。

クロロくん エコ博士 とみまるくん

富山大学環境マスコットキャラクター紹介

編集委員　スタッフ
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下記のアドレスにWeb版環境報告書を掲載しております。
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